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長尾 虞総長 は ， 8 月 6 日 か ら カ ナ ダの ト ロ ン ト ，
同 月 9 Flか ら モ ン ト リ オ ー ル に 出張 し ， 同 月 16円に
帰国 し た 。
ト ロ ン ト で は ， ト ロ ン ト 大学 を 訪問 し ， 本 学 と
199 1 年 に交換 し た 「学術交流 に 関 す る 一般的 覚書」
の 更新 を 行う と と も に ， Heather MU NROE -B LU M  
副学長 を は じ め 関係教官 と 懇談 し た 。
モ ン ト リ オ ー ル で は ， 本 学 と 1994年 に「学術交流
に 関 す る 一般的 覚書」 を交換 し て い る ケ ベ ッ ク 州大
学学長校長協議会 （ ケ ベ ッ ク 州内の 18大学 ・ 研究所
か ら 成 る ） のう ち ， マギ ル 大学 及 びモ ン ト リ オ ー ル




梶田叡一高等教育教授 シ ス テ
ム 開 発セ ン タ ー長の辞任に伴い，
そ の後任 と し て荻野文丸大学院
工学研究科教授 （化学工学専攻
化学工学 基礎講座担当 ） が10月
1日高等 教育教授 シ ス テ ム 開 発
セン タ 一長 に任命 さ れ た。 任期は干成12年 9 rJ301イま
でであ る 。
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長並び に モ ン ト リ オ ー ル 大学Robert LACROIX学
長 の両学長 を は じ め 関係教官 と 懇談 し ， 両大学 に お
け る 教育・研究の現状 及 び本学 と の学術交流 に閲 し
て 意見交換 を 行 っ た 。
二三大学 と も に ， 本学 と の 共同研究， 学生 の交流 を
こ れまで以 上 に積極的 に行い た い意向 を 持 ち ， 席上
い く つ か の案 も 提示さ れ た 。
な お ， モン ト リオー ルでは ， The 17th International 
Con fer enc e on Co mputation al Lin gu istics 
( COL ING ' 98） 及 び�The 36th Annual Meetin g of the 
Association for Co mputational Lin guistics ( ACL 




子生体統御学講座担 当 ） が， 10月1 I二 ｜ 大学院医学研究
科長・医学部長 に再任 さ れ た 。 任期 は平成12年 9 ）� 30 
日 までであ る 。
討論集会「京都大学の教育を考える（第三回）
一学部教育から見た教養教育について一」の開催
一昨年 ， 昨年 に 続 き ， 討論集 会 「京都大学の教育
を 考え る （ 第三 回 ） 学部教育 か ら 見た 教養教育 に
つい て一」 が， 8 )120 日 （木） ～21 日 （ 金 ） の 1泊
2 日 の 日程で ， 総長を は じ め全学の教職員 約2oot,
が参加 し て 開催 さ れ た 。
本学で は総合 人 間学部 を 除 い て 大学院重点化が行
わ れ ， 大学教育 はますます高度化， 深化， 組｜ 分化す
る 傾向に あ る 。 一方で、 ， 新 し い 学際領域の開拓が進
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み ， こ れまでの枠組み と は違う新 た な 枠組みで大学
教育が模索さ れ よ う と し て い る 。 そう し た 中 で ， 学
部教育 と 教養教育 を どの よ う に 連携さ せ て い く かが
大 き な 課題 と な っ て き た 。
こ の よ うな 状況 を背景に ， 1 日 目 のパ ネ ル ディ ス
カ ッ シ ョ ン で は 教 育・ 法 －医 ・ 工学部 の 教官 か ら
各 々 の専門分野か ら 見 た教養教育 の在 り 方 に つ い て





者か ら 活発 な 議論が な さ れ た 。 イブニン グセ ッ シ ョ
ン で は 参加者の希望 に よ り 4 つ の グ ル ー プ に 分 か れ
て ， 少 人数セミナ ー ア ン ケ ー ト の 集計結果 の 検討ーや ，
新しい 教養教育 の提言等が夜遅 く まで行わ れ た 。 な
かで も 今年 度 か ら 開 講 さ れ た少 人 数セミナ ー の担山
教官 と 受講学生への意識調査報告で は ， 全体 と し て ，
少 人 数セミナ ー と いう新 し い 試みが叔 方 か ら 積極的
に支持 さ れ て い る こ と が明 ら か に さ れ た 。 2 日 目 の
全イ本会議で は ， 各 グ ル ー プか ら の 報告の後， 質疑応
答 と 取 り ま と めが行わ れ た 。
今回の 討論集 会 で待 ら れ た 成 果が， 今後の教養教
医療技術短期大学部説明会
医療技術短期大学部で は ， 7 月 23 日 （木） 午後 l 時
30分 よ り 5 時まで， 医療技術者を志す高等学校 2 ・ 3
年生及 び進路指導担当教諭 を 対象 に ， 大学説明会 を 開
催 し た 。
説明会では， まず京都 教育文化セ ン タ ー （京都市左
京区聖護院川原 町） に おいて ， 参加者全員 に本短期大
学部の特色， 入試概要， 各学科の教育内容を ， 資料及
びス ラ イドを 用いて 説明 し た 。 次 に 学内施設見学 と し
． 
て ， 6 グ ル ー プに分かれ て ， 約 1 時間学内見学校施
し た 。 最後 に各学科ごと に 分かれて， 学生生活や入試
等 に 関 す る 一般的 な 相談に応 じ る な どの個人相談 を 行
い， 参加者 と 教官 と の 懇談の機会 を設けた。
こ の 説明会の参加者は， 高校生221 名 ， 進路指導担
当教諭13名であった。
t日誌 1998年同1__ E:l_:_a＿月31日J
8 月 6 日 総長， ト ロ ン ト 大学外 2 大学 に お け る
教育・研究の現状 に 関 す る 調査の た め
カ ナ ダ を 訪問(16 日 まで）
572 
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育 の 改善に向け た 検討 に 生 か さ れ る こ と が期待 さ れ
る 。
また， 参加者に対 し こ の説明会 に対す る ア ン ケ ー卜
を行っ た 結 果， 参加者の90.6%が回答 し ， そ の う ち
96.0% よ り 「説明会が参考に な っ たj と の 回答 を得た。
人形を使った母性看護学の母子相互作用体験実習
（医療技術短期大学部）
20 日 討論集 会 「 京都 大 学 の 教 育 を 考え る
（ 第三回 ） 一学部教育 か ら 見 た 教養教
育 につ い て － J(21 日 まで ）
京大広報
上村 恵一 名 誉教授
本 学 名 誉教授 上 村恵一先 生
は ， 8月22日逝去 さ れ た 。 享年
81。
先生 は ， 昭和16年京都帝国大
学農学部農林経済学科 を卒業 ，
海軍 に 応有の 後 ， ｜司大学農学部
副 手 ， 滋賀県立短期 大学助教授 ， 教授 を 経 て 同43年
京都大学農学部教J受 に就任， 農業計算学講座 を 担任
さ れ た 。 昭和56年停年 に よ り 退官 さ れ ， 京都大学名
誉教授の称 号 を 受 け ら れ た 。
本学退官後 は ， 日向和田年 4 月 か ら 同58年 9 月 まで
兵庫教育大学学校教育学部教授 ， 同58:11三10 月 か ら 同
津村 和志 大学院て学研究科助 手
大学院工学 研 究 科環境 地 球
工学専攻助手津村和志先生 は ，
8月29日逝去 さ れ た 。 享年47。
先 生 は ， 昭和4 8 年 京 都大学
工学部衛生 工 学 科 を 卒業 後 ，
同大学院修士， 博士課程 を修
了 さ れ た 。 昭和53年 4月京都大学工学部衛生工学科
助 手 に就任 さ れ， 平成 3 年 4 月 大学院工学研究科環
境地球工学専攻 の設置 に伴 い ， 同専攻 に移 ら れ た 。
先生 は ， 下ノk処理場への計算機制 御系 の導入お よ
び計器管理方法の改善の研究 ， 画像処 理 を 利 用 し た
活性汚泥の モニ タ リ ン グ と 制 御の研究， 自己回帰モ
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63年 4 月まで石川県農業短期大学学長 を 務 め ら れ た 。
先生 は農業経済学 ， 「，，で も 農業評価論 に閲す る 研
究 に お い て 優 れ た 研究業績 を 残 さ れ ， そ の発展 に 寄
与 さ れ る と と も に ， 地域農業論の分野 に お い て 多大
な 貢献 を さ れ た 。 主 な 著書 に『水田裏作経営の 実証
的研究j， 『湖岸地域の 者I�市化 と 湖の機能変化j等が
あ る 。
ま た ， 日 本農業経済学 会 ， H本農業経骨学会 ， 関
西農業経済学会 ， 農家簿記協会 な ど に お い て ， 会長，
副会長， 四時の要 職 を歴任 さ れ た 。
． 
こ こ に謹ん で点悼の意を表 します。
（大学院農学研究科）
デル に よ る 活性汚泥 プ ロ セ ス の統計的 制 御法 の確立
の研究， 下水処理 プ ロ セス の モデルベー ス 管理モジ
ュー ル の 構築 の 研究 な ど に お い て 多大 な 成果 を挙げ、
ら れ た 。 そ の 実績 に 立 っ て ， 平 成 3 年「環境 シ ス テ
ム 計測制御学会 （ E ICA） 」 の設立 か ら 現在 の 発 展 に
まで中心的 な 役割 を来 た さ れ た 。
また先生 は ， 工学部 お よ び大学院t学研 究科 に お
い て 学生 の 教育 ・ 指導 に 情熱 を 傾 け ら れ ， 衛生工学
の 分野 に お い て 多 数 の 優秀 な 研究者 を育て ら れ た 。




ウイル ス 研究所遺伝子動態調節制 究部門文部技行
ウイル ス 研 究所 遺 伝 子動態
調節研 究 部 門文 部 技官田 中 喜
代 子 氏 は ， 8 月 29円逝去 さ れ
た 。 享年56。
同氏 は ， 昭和55年 3 月 に 理
学 部 に 就 職 さ れ ， ｜司6 1 年 8 月
にウイル ス 研究所 に配置換 と な り 以来実験助手 と し
て 業 務 に尽力， 永年 に わ た り ウイル ス 研究所遺伝子
573 
動態調節研 究 部門の研 究 発 展 に 多 大 の 貢献 を さ れ
た 。
こ こ に謹ん で哀悼の 意 を 表 し ます 。
（ウイルス 研究所）
京大広報
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長尾 義三 名誉教授
本 学名手子教授長尾 義三先生
は ， 9 J J 3 r I 逝去 さ れ た。 享年
76。
先 生 は， 昭和20年京都帝国大
学工学部土木工学科 を卒業 ， 直
ち に運輸省海運総同港湾局 に奉
］概 さ れ ， 第三港湾建設局神戸調 査設計事務所長， 同
省港湾局防災課長 を経て同 40年京都 大学工学部教授
に就任， 仁木工学科上本計阿学講座， つ い で交通土
木」二学科起終点施設学講躍 を 担任 さ れ た 。 昭和6 1 年
停年ー に よ り 退官 さ れ ， 京都大学 名誉教授の称 号 を 受
本学道官後は ， 昭和6 1 年 4 JJか ら 平成 4 年 8 Jlま
で ， 日 本大学理工学部教授 を 務め ら れ た。
先 生 は 土木工学， 中 で も 上木計両学 に 関 す る 研究
に お い て 先導 的 な 研究業績 を 残 さ れ ， そ の 発 展 に 大
き く 寄与 さ れ る と と も に ， 沿岸域て学 の 分野 に お い
て も 多 大 な 貢献 を さ れ た 。 主 な 若古 に f土木計画rt
論J, r港湾工学j 等があ る 。
ま た ， 土木学 会， ｜｜本計画行政学 会 ， 円本沿岸域
学会， 国際航路会議協会 な ど に お い て ， 副 会 長 ， 理
事， 支部長等の要l蹴 を 歴任 さ れ た 。
こ こ に謹 ん で哀悼の立 を 去 します。
． け ら れ た。 （ 大学院工学研究科）
． 
大学院農学研究科附属農場
大正12年農学部の創立 に と も な っ て ， 翌日年北部
構内に 附属農場が設置 さ れ たが， 狭｜蛙の た め 昭和 3
年大阪府三島郡磐手村 （ 現高槻市） に 15ha の 土 地
を 1�1＇て摂津農場が開設 さ れ た 。 ま た ， llPi和 4 年 に は
J刻字農場の近 く に古曽部岡芸場が開設 さ れ た 。 昭和
36年 に は県津農場が本場 と な り ， 北部構内の農場 は
京都農場 と な っ た。 さ ら に ， 京 都 大学 に お け る 一連
の組織改革 に よ り ， 平成 10年農学部附属農場 は 大学
院農学研究科 附 属 農場 と な り ， 大学院に お い て は ，
農学研究科農学専攻 に協）J講胞 と し て設け ら れ た生
産管理科学講庫 （専攻分野ずl：植物生産管理学） を ，
ま た 学部 に お い て は ， 生物生j｝医科学科資源生物科学
の植物生産管理学分野 を そ れぞれ担 当 す る こ と に な
っ た。
ま た ， 農学専攻の 講座の一 つ で あ る 耕地生態科学
に 新 た に 設 け ら れ た栽培 シ ス テ ム 学専攻分野 は ， 農
場 に主要 な 研究拠点 を 置 き ， 農場 に お け る 教育・研
究の協）J体制 を と る こ と に な り ， 今後は農学専攻 の
各専攻分野 と 緊密 な 述携の も と に 学部学生の実習教
育 及 び大学院生 の 教育・研究 を 担 っ てゆ く こ と に な
っ た。
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学部学生 のう長宵教育 は こ れまで 3 回 生 を 対象 に 行
っ て き たが， 教養科 目 の縮小， 1 ' 2 回 生への専門
科Hの拡大 な ど に よ り ， 平成 1 0年 度 か ら は 2 回 生 を
対象 と し た 農場実判 （栽培技術論 と 実習） を 行 い ，
ま た ， 全学共通科U「農業体験実胃」 を 夏期 の 集中
実胃 と し て 行 い ， 同 時 に 農業体験実科ゼミナ ー ル
( 1 ） 及 び （ 2 ） も 行 っ て い る 。
研究組織面で は ， 従 来 か ら の 農場教官 の 大 部 分 は
植物生産管理学分野 に ， 一部は栽培 シ ステ ム 学分野
に配属 と な っ た。
植物生産管理学分野 の ］：＿ な 研究 を 紹介す る 。 こ の
分野 は平成 10年 度 か ら 大学院LI三 を 受 け入れ， 内特的
に も 多彩で あ る が， 問主作物 を 主 な 材料 と し て 研究
を 行 っ て い る 。 バイ オ テ ク ノ ロ ジ ー に関連 し た 研究
で は ， 果樹で あ る カ キ や観賞他物 で あ る ラ ン な ど を
材料 と し た 実験 を 進 め て い る 。 カ キ は接ぎ木 に よ っ
て増殖 さ れ る た め ， 白根 に よ る 生育量や生産量 は 全
く 不明であ る 。 そ こ で晴養 に よ り ti 根苗 を 作 っ て 11111
場 に お け る 調査 を 進 め て い る 。 ラ ン の一種で あ る シ
ン ピ ジ ウ ム は組織培養 に よ る 増殖法が確立 さ れ て ，
現在大量の株が販売 さ れ る よ うに な っ た。 他方， イE
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は 地味で あ る が， 人 気の あ る パフィオペデ イ ル ム は
まだ増殖法が確立 さ れ て い な いが， イヒ序培養 に よ る
大量増殖 の可能性 を 見出 し て い る 。 ま た ， ハ ナ シ ョ
ウブ な ど の ア イ リ ス で も ， 花器 （floralor gan） の
培養で大量増殖が可能 な こ と を 明 ら か に し て い る 。
主要な 野菜の一つ で あ る サ ト イモは ， 低温貯蔵が｜示｜
難 と さ れ て い る が， 貯l哉性 に 関 す る 生理学的 な 研 究
を 進 め る な かで， 低温 よ り も 外生菌 に よ る 腐敗の 多
い こ と が明 ら か に な っ て き た。 他!J， 間｜場 に お け る
収穫調整作業 の省力化 も 検討 し て い る 。 コチ ョ ウラ
ン は ， 今や一 年 中 鉢物 と し て 流通す る よ うに な っ た
が， そ れ は 開花調節法が確立 さ れ た た め で あ る 。 し
か し ， そ の 生理学 的 な 解明 は未だ進 ん で お ら ず， 光
や温度 と い っ た環境条件 と の 関 連 の も と で， 花芽の
出 来 る 基本的 な機構を 解明 し よ う と し て い る 。
万， 栽培 シ ス テ ム 学研究分肝で は ， 主要研究課
題 のひ と つ に ア ジ ア に お け る 水川 多 色作の研究があ
る 。 こ こ 数年， ＂I凶四川省南阿部111問地域の水稲 一
小麦， ；｝（稲一 野 菜 ー ト ウモロ コ シ の作付け体系 に お
け る 資源利JfJ効キ： を取 り 仁げて い る 。 現地で は水稲
の単収は す で に 中 国 の、μむ を ト.111 る 水準 に 達 し て い
る が， 食中：�の 地域内自給達成の た め に ， 水稲単収の
更 な る 向仁 を 目 指 し て い る 。 そ の た め に ハイブ リ ッ
ドライ ス な ど 多 収性品純 を 導入 し ， 稲作 に 偏重 し た
水資源 の 利 用 ， 宮、植， 多肥， 多 農薬 を 北本 と す る
high inputの稲作技術体系が益々 促進 さ れ る 傾向 に
あ る 。 し か し ， こ れまでの現地調 査 で はぷ午前の 育T占
}J法や旧植え に 関 連 し た幾 つ かの個別技術 に 問題が
あ り ， そ れ ら の改善に よ っ て作付け体系 と し て の 収
量が大幅 に 是正で き る 可能性があ る 。 こ う し た 指摘
に 対 し て 理論的根拠 を 与え る べ く ， l↓l同産多 収性品
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種 の生産生態学的研究 を 進 め て い る 。
近年， 農学 の研究分野 は細分化 し ， 分子レベ ル で
生命現象 を 解明 し よ う と し て い る が， あ く ま で も j見
学 の 基本理念 に 基づ い た も の で あ る 。 し か し ， 農学
部学生のほ と ん ど は良業－ に ｜均す る 経験 を 欠い て い る
こ と は 否定で、 き な し、。 そ の点で、附属農場 に お け る 実
i勾教育 な ら び、 に 農業 の 現実 を 凡据えた 実践的 な j：ミf
fりf究が必、要で あ り ， 今f麦， 議 々 そ の必要性は 高ま っ
て 行 く も の と 思 わ れ る 。 また， 食続生産の み な ら ず，
み ど り の形成， 環境保全 な ど農業 の も つ 多面的機能
が凡1.iJ: さ れ て い る 。 そ の意味で ， 附J,._n; J農場 は 体験の
場であ る と 同 時 に， fcifc な 向然環境 を 地域 に も 提引：
し て お り ， 創設以来， 地域社会 と も 深 く 結 びつ い た
存在で あ る と いえ る 。 全学共通ヂ1·11 「農業 体験実河J ． 
の 開 講 や ， 年 1 『11で は あ る が11�J-t}j に お け る 公開 講H�
の 開催 は， 学生 の み な ら ず， 地域社会の 人 々 に も 民ー
場が本米持 っ て い る 役訓ゃな北 を 広 く 知 っ て も ら う
貴重 な 機会で あ る 。 今後， ドfJl,Y'.1農場 が単 に 京都大学
の 教 育 ・ 研究機関 に 留ま る こ と な く ， 広 く 地域に聞









1 997年 3月か ら 12月まで約10カ 月間， 文部省花外
研究 員 と し てフ ロ リ ダ大学 に 滞在 しま し た 。 今まで，
2 年間のフ ラ ン ス 滞在 を は じ め何度 か海外渡航 を し
ま し たが， どういう訳 か ア メ リ カ へ行 く 機会が無 く ，
ぜひ と も ア メ リ カ へ行 っ て み た い と 思 っ て いま し
た 。 今回幸い に も ， 低温磁性物理学 の 共 同 研究 の た
め， 111知 の Mark ME IS EL救援がい る フ ロ リ ダ大学
へ行 く 機会 を 得 る こ と がで き ま し た 。
渡米 に 際 し ， 私 は 日 本語版 シ ス テ ム を イ ン ス トー
ル し たノー ト パ ソ コ ン を 持参 しま し た 。 ｜ ！本語で、e
mailがて、 き る よう に ， ま た Fl 木語で の 書額作成が必
． 要 に な る だろう と いう こ と か ら で し た 。 フ ロ リ ダ大
学で部屋を も ら う と すぐ にフ ロ リ ダ大学の コ ン ピュ
ー タ に LAN接続 さ せ て も ら い， フ ロ リ ダ大 学 の ア
カ ウ ン ト を も ら いま し た が， 日 本 と の通信 に は 京 大
の メ ー ル ア ド レ ス を そ のまま使い， 京 大 の サ ー バ ー
か ら 受信 メ ー ル を 受 け取 る と い う形で使いま し た 。
お かげで 日 本 の 人 た ち か ら は 日 本語で通信で き る と
言っ て喜ばれ る と と も に ， 宛先 も 京大のまま と いう
こ と で， 本当 に ア メ リ カ に居 る の か と 言わ れま し た 。
研究関係， 事 務 関 係， 自宅 と の通信等， 送受信 し た
メ ー ル の 総 数 は な ん と 1 ,300通 と な り ま し た 。 e-mail
の 発 達 で通信が と て も 便 利 に な り ま し たが， 逆 に ，
外 国へ行 っ て も 日 本 か ら 逃れ に く く な り ま し た 。 し
． 
か しまた逆に， 簡単 に 通信 で き る か ら 気楽 に 外国へ
行 け る と いう こ と も で き る で し ょう。
フ ロ リ ダ大学で は低次元磁性体や競合系磁性体 の
研究 を 行いま し たが， こ こ で は， フ ロ リ ダで見 た向
然 と そ こ で の 生活 か ら 深 く 印象 に 残 っ た こ と を ご紹
介 し た い と 忠います 。
フ ロ リ ダ大学 の あ る ゲイ ン ズピル は， フ ロ リ ダ半
島の付け根あ た り ， 西の メ キ シ コ 湾へ も 東の大西洋
へ も 車で 1 時 間 あま り の と こ ろ に あ り ， 緯度的 に は
日 本 の屋久島あ た り に な り ます 。 フ ロ リ ダで は山 を
見 る こ と がで き ず， 大平原 や 大森林， な だ ら か な 丘
陵地帯がつづ き ， そ の 中 に 多 く の湖沼が点在 し て い
ます。
フ ロ リ ダ大学 は 京 大創設 に 遅 れ る こ と 8 年， 1905
年 に設立され たフ ロ リ ダナト｜で最－ も 古 く ， 最 も 大 き な
総合大学 と の こ と で， 現在， 学部生約 3万人， 大学
576 
1998. 10 No.528 
院生 7千人， 教職員 4 千 人 を 有 し て います。 京 大 の
そ れぞれ の 人 数， l万 4 千 人， 7千人， 5千人 と 比
べ る と 学部生 は倍ほ ど で すが， 院生， 教職員 数 はほ
ぼ 同規模で あ る こ と がわ か り ます 。 構内 に は広 々 と
し た芝生が広が り ， た く さ ん の リ ス が走 り 回 り ， 心
を 和ませて く れま し た 。
フ ロ リ ダの湖沼や河川に はフ ロ リ ダ大 学 の シ ン ボ
ル で も あ る ワニ （ ア リ ゲー タ ー ） が生息 し ， 大学内
の 池 に も 数匹生息 し て いま し た。 動物園で見る ア リ
ゲー タ ー は お腹がボ テ ボ テ に膨れ， 1 11中 じ っ と し
て いますが， 自然の ア リ ゲー タ ー は そ れ な り に動い
て く れ， 恐怖心 も 少 し刺激 さ れ， 見 て い て 退屈 し ま
せ ん 。 いつ行 っ て も 5 ' 6 人 の家族連れや カ ッ プ ル
が見物 に 来 て お り ， 地元の 人達 に と っ て も や は り 見
応えの あ る 対象のようです 。 池 に 垣根は な く ， 平 生
は悠然 と し て のろそうな ア リ ゲー タ ー ですが， 瞬発
ブJがあ り ， 4 ～ 5 m 以内は危険 な ようで， 犬や幼児
が襲わ れ る こ と も あ る と の こ と です 。 郊外 に あ る 大
学の野外 レ ク リ エー シ ョ ン 施設 の 大 き な 池で、は50m
11q )Tほ ど だ けが柵で凹まれ， そ こ が 人 間用の遊泳場
に な っ て いま し た 。
ゲイ ン ズピ ル の 南 に はベイ ネ ス ・ プ レ ー リ ー と 呼
ばれ る 大平原が広が り ， ナト｜の自然保護区 に な っ て お
り ， 広大 な 大自然 を 楽 し む こ と がで き ま し た 。 MFは
こ の 大平原 に ア メ リ カ ン バッフア ロ ーが居 た そうで
すが， 今は ビ ジ タ ーセ ン タ ー の剥製で し か見 る こ と
がで き ませ ん。 地予線の彼方まで広が る 草原， 飛 び
交う野鳥， ス ペイ ン 人 開拓布が苦労 し た で あろう巨
大 な 木 々 や謹木 の戊 る 原生林な ど自然、 あふれ る ア メ
リ カ を う ら やま し く 思っ て いま し たカえ帰同f麦， 環
境 ホ ル モ ン で奇形が見つか っ た の はフ ロ リ ダのワニ
が最初だ と 聞 き ， 信 じ 難 い思 い で し た 。
フ ロ リ ダは レ ジャ ー と し て カ ヌーが盛 ん で す 。 最
初， カ ヌー に 誘わ れ た と き に は急流 下 り か と 思い，
こ の な だ ら か な フ ロ リ ダ に 急流があ る の か と 意外な
思いが しま し た 。 予想は 大 外 れ， 川 は 原 生林の 中 の
ほ と ん ど流 れ の な い川で し た 。 前後 2 人乗 り の カ ヌ
ー で， 甲羅干 し を す る た く さ ん の危や カ ワウ ソ ， 見
慣れぬ水鳥， ま れ に はワニ を 眺め なが ら ， 自然、のま
まのf重や か な 川 を ジャ ン グ ル 探＋食のよう にゆ っ た り
京大広報
と 進 ん で いきます 。 日 本 で は 全 く 味わえ な い 心1i: ら
ぐ正 に リ ラ ッ ク ス でき る レジャー で し た。 川 を 1－.流
に向かつて 進 ん で、行 く と ， な ん と 同 じ 川幅のまま突
然\JI！が行き止ま り で無 く な っ て しまいます。 ま さ に
こ こ が川の起点で， 川底か ら 地下水が湧き出て 川が
始まっ て い る の です 。 こ の水は北隣 ジ ョ ー ジ ア ナト｜の
山岳地帯か ら 約500km も 地 下 を 流れ て 湧き出 し て い
る と の こ と です 。 フ ロ リ ダ に い る 10ヵ 月 間 ， 真夏の
毎 日 1 時間桂の夕立 を 除 けば， い わゆ る 雨天 は 5 ～
6 日 し か な く ， フ ロ リ ダ、の水は位か な 地 下ノkで、まか
な わ れ て い る と の こ と で した。
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猟奇的殺人事件や不正行為ばか り ， し か も そ れ ら を
報 じ る マ ス コミは 関 係 者が い か に 悪者であ る か ， と
いう報道ばか り で， 互い に 人 を たたき合 っ て 喜 ん で
い る 風潮 と 閉塞 し た社 会 を 感 じ ず に は お れませ ん で
し た。 努）J を 賞賛 し ， 成功を と も に喜ぶ雰囲気 を 日
本の社会 は も っ と 作 る べきで し ょう。
フ ロ リ ダ大学｜付 に は立派な「i然史博物館 と 美術館
があ り ま した。 そ こ に はフ ロ リ ダの 地形の 成 り 立 ち ，
化行， U大な鮫の’片， また開拓史やインデイ ア ンの
風俗， 現代美術 な どが展示 さ れ， にぎわ っ て いま し
た。 また， 各地 に 向然史博物館， 科学技術博物館，
コンピュー タ 技術展示館等があ り ま した。 こ れ ら の
も の を 見て い る と 教科書 か ら は得 ら れ な い ， 円然の
7 月 4「 ｜ は ア メ リ カ 独立記念円です 。 ゲ イ ンズピ
ル の 町 で も 盛大 に前夜祭が行 わ れ ， と て も 印象的で
し た。 大学構内 の芝生 の グ ラ ウン ド で夕方か ら 肝外
オーケ ス ト ラ が演奏 さ れ ， 数千 人の学作．や家族連れ
が， 教会ボ ラ ンティア の コーラや馬台の ハンバー ガ
ー を 食べ な が ら 演奏 を 楽 し ん で いま し た。 やがてH
が＃れ る と 雌大 に 花火が打 ち 上げ ら れ始めま し た。
軽快な 耳 に な じ む行進曲 を 聴き な が ら ， 芝生 に 寝転
が っ て 次 々 と 打 ち 上げ ら れ る 華麗 な 花火 を 凡 て い る
と 不思議 と 心躍 り ， 全身に活力がわき上が っ てきま
し た。 翌， 独立記念｜｜吋口は狙い定め て の ア メ リ カ
火足探索機の火星到持。 ボ ス ト ンで、 の 記念式典 と と
も に火昼到着がマ ス コミで大 々 的 に 報 じ ら れ ， 独 立
記念日 を 一段 と 操 り ヒげる 演出 は大成功で し た。 こ
の独立 記念日の演出の み な ら ず， ア メ リ カ で は いた
る と こ ろでまだまだ旺盛 な フ ロ ンテ ィ ア 精神 と ア メ
リ カ ン ド リ ー ム ， そ し て そ れ を 鼓舞す る 混同気 を 感
じ ， 発民への 活）J を 感 じ ， こ れが多 く のノ ーベル1'.t
学者やピ、ル・ゲイツ を 生み出す土壌な の だ と 感 じ ま
した。 そ れ に比べ， 日 本 か ら 入 っ て く る ニュ ー ス は
十1j1秘 さ ， 科学の偉大 さ ， 先 人 の努）J を J惑 じ ， 凡 る 将 ． 
に 夢 と 希111 を 与え， 努）Jす る 意欲 を 沸き立たせ て く
【保健コーナー 】
れます 。 京大 に も や っ と 博物館ができま した。 理 系
離れ の問題の み な ら ず， 人々， 特 に若者に も っ と 知
的好奇心 を 刺激す る も の を 身近に用意 し ， 夢 と 希望
と 努力の再びが感 じ ら れ る 環境 を 作 っ て い く こ と が
必要で あ る と つ く づ く 感 じま し た。
？ 及、：
五、仰向，，.＿ ” r 
カヌーを楽しむMEISEL教援と筆者
（まえがわ さ と る 大学院 人 間・環境学研究科
教授 ）
生活習慣病を考える ーヒトの進化と糖尿病一
1. はじめに し て い る 。 し か し ， 逆 に 凪糖が上昇 し す ぎた状態
ブ ドウ糖 はヒ ト の脳や血球 に と っ て必須のエ ネ ル
ギー 源であ る 。 し たが っ て ， ヒ ト の 体内で は血中 の
ブ ドウ糖 （血糖値） が下が り すぎな い よ う に 常 に 一
定 （通常70 l OOmg/ di） に 保つため の機構が存在
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（空腹時 に 140mg/dl以上 も し く は食後200mg/dl以
上） を 糖尿病 と いう。 最近， 糖尿病 に 関 し て 「ヒ ト
の 進化」 の側面か ら も 考察 さ れ て きて お り ， 生前宵




人類は ， 民業が発達す る 前 の狩猟の 時代 に は ， し
ば ら く の絶食 の期 間 の 後 に は じ め て獲物 を 得 る こ と
がで き る と いう よ うな環境下 に い た 。 こ の よ うな 時
代 を 生 き 残 る た め に は ， 少 な い食事で血糖の高 く な
り や す い 人 間 のほうがエネルギー効率の上 か ら も 生
き 延 び る の に都 合が よ か っ た と 考え ら れ る 。 さ ら に
長期 間 の飢餓時 に は脂肪細胞は帯えて い た中性脂肪
を 遊離脂肪酸 と し て放出 し ， こ れが心筋や骨格筋へ
の 重要 な エネルギー源 と な る 。 そ の た め に も 脂肪細
胞 に q1性脂肪 を 蓄えや す い （太 り や す い ） 遺伝素閃
を 持つ個体のほうが生 き 残 り や す か っ た で あろう。
こ の よ う に ， 飢餓の 時代 に 生 き 抜 く た め に 血糖恒
． 常’｜校保 ち エネルギ ー の 無！駄 を な く す よ う な 形町
持 っ た個体が維持 し て き た遺伝子 の こ と を 「倹約遺
伝子（thriftygene ） 」 と いう。
． 
3. 倹約遺伝子と糖尿病
こ の倹約遺伝子 を 持 つ こ と で生 き 抜い て き た 人類
が， 現代社会の よ う に 食物が常 に 一定供給 さ れ る よ
う な 環境下 に お か れ た の は ， 長い 人類史上 で今世紀
に な っ て か ら の こ と に すぎ な し 、 。 コ ン ビニエ ン ス ス
ト ア ー や｜可動販売機 の お かげ、で食べた い と 思う も の
が24時 間 い つ で も 手 に人 る よ う に な っ た 。 こ の た め
に爆発的に糖尿病患者が増えつつあ る 。 糖尿病のう
ち 一般 に 多 い の は ， 成 人 以降 に と く に過食 ， 肥満，
運動不足で 発症す る イ ン ス リ ン 非依存性糖尿病
(N IDD M ） で あ る 。 こ のN IDD M に は少 な く と も 二
つの遺伝素因， す な わ ち Jl荊臓か ら のイ ン ス リ ン 分泌
と 末梢でのイ ン ス リ ン の 効 き 共合 （ イ ン ス リ ン 作用 ）
の11!1］者 に 何 ら かの遺伝的 な欠陥が存荘す る と 考え ら
れ て い る 。 飢餓の 時 代 に 生 き 抜 く た め に引 き 継がれ
た「倹約遺伝子」 が豊か な 現代社会 の な か で は む し
ろ病気発症の誘因 「催糖尿病遺伝子」 と な り ， 糖尿
病が増加 し て い る と 考え ら れ る 。
4. 倹約遺伝子の獲得
そ れ で は ， 実際 どの よ うに し て こ の 「倹約遺伝子」
す な わ ち 「催糖尿病遺伝子」が出現 し て き た の で あ
ろうか。 ヒ ト に お い て ， 遺伝子組替えがお き （突然
変異） そ の形質が選択 さ れ て ， 集団の中 で そ の存在
が明 ら か に な る の に は 5千～ l 万 年 か か る と も い わ
れ て い る 。 そ れゆえ倹約遺伝子の由来 に対す る 答え
は l 万年 前 に終わ っ た最後 の氷河期 に見つか る はず
578 
1998. 10 No.528 
で あ る 。 最後の氷河期以降 人類に と っ て特 に 大 き
く 変わ っ た栄養上 の変化は， 炭水化物が食物 と し て
利 用 で き る よ うに な っ た こ と で あ る 。 こ れ に は氷河
期以降の気候 に よ る 農業 の 発達 に よ る と こ ろが大 き
い と 考え ら れ て い る 。 糖尿病のう ち ， ヨ ー ロ ッ パ に
は一般 にN IDD Mが少 な い と い わ れ て い る 。 そ の理
由 と し て ， ヨ ー ロ ッ パ 人が初め て 農業 を 採用 し た民
族の一つであ り ， 最 も 早 く 倹約遺伝子 を 持つ必要性
が な く な っ た た め こ の遺伝子が選択的 に 保存 さ れ な
か っ た と いう説 を 唱えて い る 学者 も い る 。
5. 糖原病の遺伝素因
上記 の よ うな 話 を し て い る と ， 思者 さ ん か ら よ く
「糖尿病 は造伝 す る か どうかJ と 聞か れ る 。 糖尿病
の 発症に は ， 遺伝 （ 体質） が重要 な 役割 を 果 た し て
い る こ と は確 か で あ る 。 N IDD Mの患者 さ ん の半数
で は家族 に精尿病があ る 。 一卵性双生児 の 調 査 で も
片 方 に イ ン ス リ ン 非依存性糖尿病があ る 場合 は 実 に
80%の確率で他方 に も 糖尿病が発症す る 。
し か し ， 糖尿病そ の も の が遺伝す る の で は な く ，
糖尿病 に な り や す い 体 質 （疾忠感受性） が遺伝す る
の で あ っ て ， こ れ だ け で糖尿病が発症す る の で は な
い 。 糖尿病が増え続 け て い る 理由 は ， そ れ を 増や し
て い る 原因が現 代社 会 に あ る と 考え ら れ る 。 「倹約
遺伝rJの考え に よ れば本 来 は 現代 人 の 多 く が発症
素｜大｜ を 持 っ て お り ， こ の 上 に 食べ過ぎ， 運動不足，
肥満， ス ト レ ス ， ア ル コー ルの飲みすぎ な どが加 わ
っ て は じ め て 糖尿病が発症す る の で あ る 。 し か し ，
こ れ ら の環境閃子 を コ ン ト ロ ー ルす る こ と で ， た と
え糖尿病 に な り や す い体質があ っ て も ， 発症 は防ぐ
こ と がで き る 。 こ の考えは 他 の生活習慣病で あ る 動
脈硬化 （脳血管障害や虚血性心疾患） ， 高血圧， 癌
等 に も あ て はま り ， こ れ を 機会 に あ ら た め て個 々 の
生活習慣 を 見直 し ， 現代社会 を よ り 健康 に 生 き て い
た だ き た い 。







1998. 10 No.528 
大学院エ ネ ル ギ ー 科学研 究 科で は 来 る 1 1月 7 n （ 士 ） , 14 11 （上） の 両 ｜ ｜ に ， lよ く 一般市民 を 対象 と す る
「京都大学 大学院エ ネ ルギ一科学研究科公開 講座」 を ， 下記の と お り 開催 し ます 。
l l JJ 7 [J （土）
「機械が 人 に�－み7寄 る ーヒ ュー マ ン イ ン タ フェ ー ス 研究最前線 J 
「21世紀 に お け る 核融合エ ネ ルギー の役割」
1 1)] 14 日 （上）
「物 質の 第 4 状態…プ ラ ズマ」
「 人頬の未米 と 宇宙開 発J
.時 11日 午 後 l時00分 ～ 4 al'OO分
4砂会 場 京都市)J: ；�（ ［豆II.「川本町 京都大学て学部 物nI系校舎
（※門家JI J 1p：で の 来場 はご遠慮 く だ さ い 。 ）
4・2主 只 80名
古 川 栄 和 教J受
jド ｜二 信 幸 教J受
1'1fj 川 孝 教授
行 jド 隆 次 教授
4砂受講料 4,400111 （ テ キ ス ト 代 を 含め， 全講義 を 通 し て の受講料で消費税 を 台みます 。 ）
+111 込万法 現金，1；：間また は 受講料｜任接持参 に よ り お rjlし込み く だ さ い。
現金昨日 の場合は以ド の も の を 同封 し て く だ さ い。
1 . 受講料
2 . 住所， 氏名， 年齢， 職業， 電話砕け を 記 し た 用紙（複数の 人 数のI[！ し 込 み の場合 は l 人l
枚必要。 ）
3 . 返信月j封筒 （ 表側に 宛 名 ， 郵便番り－ を 記 し， 80円切下 を J!ili っ て く だ さ い 。 受講証， 領収証 ，
会場案内凶等 を お送 り します。 ）
・ ．申 込 期 間 10 月 12 日 ( J1 ） ～ lO Jl 30 日 （ 金 ） （※現金古留は必着）
．持参の場合 の 受付時 間 半日午前 10時 ～ 午 後 311寺（※正午 ～ 午 後 l時 を 除 く 。）
．テ キス ト は 公 開 講座当n， 会場の受付で お 渡 し し ます0
．本講座 は「京 の 府民大学J対象講座で す。
rjl込先 及 び聞い令わせ先 ： 干 606 8501  京都市左京阿古旧本町
京都大学工学部等総務課庶務掛 公開 講座係
電 話 ： 075 - 753 - 5000・5005 （工学部 8 号館l 階丙側）
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以下の 要領で公 開 シ ンポジウム を 開催 し ま す の で興味の あ る 方 は お 巾 込み く ださい。
H 時 ： 平 成 10年 11 月 14 日 （土） 14 : 00 ～ 17 : 00 
場 所 ： 都 ホ テル 「111城 の 間」 （ 京 都市東山 区三条蹴上）
2 1世紀 を 目前 に社会は騒然 と し て お り ま す が， 京都大学大学院教育学研究科で は， 今 回 の 大学院重点化 を 記
念 し て ， 「意味の 生 成 と 転換 － rど も ・ 学校 ・ 社会 一 」 と 題 し て ， 公 開 シ ンポ ジ ウ ム を 開催致す こ と に な り ま
し た 。 そ の内容は、 子ど も が生成 し 発達す る 場 と し て の 学校の問題 を 教育 人 間 学 の立場か ら ， そ し て そ の 子 ど
も 白身 の内部で の 発話者 と し て の私の生成 に つ い て を 臨床心理学の立場か ら ， 及び社会 に お い て I弱者j と 呼
ばれ て き た 人 々 の 昨今の転換の状況 と そ の 意味 に つ い て 教育社会学の立場か ら ， いずれ も 熱 く 論じた い と 与 え
て い ま す 。 ザ様方 の 奮つて の ご参加 を 希望致 し ま す。 ． 
パ ネ リ ス ト
大学院教育学研究科助教俊 矢 野 智 司 （教育 人間学）
「子ど も がや成 し 発達す る 場 と し て の 学校J
大学院教 育学研究科助教授 伊 藤 良 子 （臨床心理学）
「 発話者 と し て の恥の生成j
大学院教育 学研究科助教授 岩 井 八 郎 （ 教育社会学）
「f弱者』の転換 と そ の意味J
指定討論
「I＇日 新聞社論説委員 キ木 寛 子
司 会
大学院教育学研究科附属臨床教育 実践研究セン タ 一長
教 授 山 中 康 桁
0聴講無料
。定 員 ： 70 名 （先着順）
Qlil込方法 ： は が き 又は F必（ に て氏名， 職業， 連絡先 を 記 入 の うえ お 申 込 み く だ さい 。
O申込 先 ： 606-8501 京 都市左京区吉 田 本町 京 都 大学教育学部庶務掛
TEL (075) 753 - 3003, FAX (075) 753-3025 
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総合博物館公開講座
「人間と自然の共生をめぐって」
博物館の 研究活動は門然界 と の 「 つ き あ い J で あ る 。 本 公開講座 で は， 出博物館 ス タ ッ フ が研究活動を 通 じ
て待た 知 識 を も と に 人間 と 白然、 の 共生 に つ い て語 り ， ｜専物館の研究活動 を 一般市民 に 広 く 知 っ ても ら う こ と を
日的 と す る 。
ド記要領で公開講座 を 開催 し ま す の で ， 受 講希望の万はおLjJ し込み く だ さ い。
1. f切 間
2 . 時 間
3 . 場 所
4 . 定 員
5 . 受 講 料
6 . q 1込｝］法
記
平成10年 1 1月1411 ・ 21 u ・ 28 日 ， i2J 1 s n （各土曜H 計 4阿）
各同 午後 1 時30分～ 午 後 4 時00分
理学部 2号館第一講義室
（百万遍＊約300m， 南門入 る 左側 レ ン ガ建物。 門家用 車 に よ る ご来場はご遠慮 く だ さ い。）
80名
5,400円 （ 全講義 を 通 し て の 受講料です。 納め ら れ た 受講料 は返金出 米 ま せ ん。）
現金苫留 ま た は 受講料直接持参 に よ り お申 し 込み く だ さ い。
現金井帽の場 合 は 下 記のもの を 同封 し て く だ さ い。
1 . 受講料
2 .  ft二所・氏名・年齢・職業・電話番 号 を 記入 し た 用 紙。 （？｜
3 . 返｛古川封筒 （表側に宛名．郵便番 号 を 記人 し80 円 切手 を f!iliつて く だ さ し 、。 受�1'1fil証． 領収
』等 を お送 り し ま す。）
7 . 持参の場 合 の 受付時間 平円午前 10時 ～ 午後 4 ll.j 
8 .  rjJ込期間 10刀1211 （月） ～ 10rJ30 日 （ 金 ）
9 .  Lji込先 及 び問 い 合 わ せ先
〒606 8501 京都市左京 区吉田本IU-J・ 京都大学総合博物館 包075 - 753 -3274
10. 演 題 及 び講師
llH 14日 〔円本 の森林に学ぶ － 2 1世紀の 人間 と 円然、の 共生〕 館 長 河 野 HH
日 本 の森林中1 は， コ ス ト 至上主義の森林経営， 乱開発， ま た酸性雨 な ど に よ り 21世紀初頭 に
壊滅的崩壊す ら 起 こ し かねな い危機［的状況に あ る 。 し か し ， つ い最近 ま で日本 の 森林 に は 地域
ご と の 個性 を 熟知l し た 林業 の伝統があ り ， 手厚 く 育み ， そ の 果実 を い た だ く と いう思想 に よ り
保全 さ れ て き た。 こ の よ うな円本 人 と 森林 と の関わ り の 伝統 を 手本 に21世紀の 人間 と 門然の共
生 の あ り 万 を 探 る 。
1 1 JJ2 111 〔帰化If市乳類 と 人間活動〕 助 手 本 川 雅 治
人間に よ っ て持 ち 込 ま れ た帰化晴乳類が峠近 に な っ て 日 本 で�·.附 し て い る 。 そ れ ら が在来種
や 人間生活に与え る 問 題 を 取 り 上げる こ と に よ り ， 人間 と 晴乳類の共生 の 道 を 探 る 。
1 1刀28 日 〔多自然型川づ く り 工法 の 実際〕 助教授 城 下 荘 平
j台本や利水の み を考慮 し た従来 のJI Iづ く り 工法 を 見直 し ， 白然 と の 調和 を考慮 し た 多自然
型 と 称 さ れ る 新 し い川づ く り 工法が近年， 試み ら れ て る 。 そ の実 施例 を 写真に よ っ て 紹 介す
る 。
12 月 5 日 〔魚 と ， どうつ き あうか〕 教 授 中 坊 徹 次
魚は漁業 を と お し て 古 く か ら 私 た ち 人間 と の関わ り が深い。 最近は釣 り ， ダ イ ビ ン グ ， 室内
ア ク ア リウム の普及 で益々 私た ち の 身 近 な存在 に な っ て い る 。 こ の よ うな 中 で， どうす れば魚
と 永 く 付 き 令 え る の か ， につい て述べ る 。
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防災研究所公開講座 （第 9 回）
“ 災 害の予知と予測 E ”
ー その現状と将来の展望－
防 災研究所 は ， Bil 和26年 に 設立 以 米 ， 同 然、災 害 に 関 す る 基礎研究 及 び災 害 対 策 等 に 寄与す る た め の 応用 研究
を 行 っ て き ま し た が， 平成 8 年 度 よ り 全国 共 同 利 用 研究所 と し て 新 た な 出 発 を ｜災｜ り ， 災 害 の 学理 と 防 災 の た め
の総合的 な 方策 に つ い て 研究 を 推進 し て い ま す 。
吋 研究所で は ， 災害 に 関 す る 研究成果 を 広 く 紹 介す る た め 、fL成 2 年度 か ら 公 開 講座 を 実施 し て い ま す が， 昨
年 度 に 引 き 続 き 「 災 害 の 予 知 と 予測j を 基本 テ ー マ と し て 、 そ の 現状 と 将 来 の 展 望 に 情報の伝達や 災 害 マ ネ ー
ジ メ ン ト を 加 え て 紹 介 し 3 た し ま す の で 一般 1 1 民 を は じ め と し て 災害 に 関心 を お 持 ち の 方 々 の ご参加 を 歓迎 し
ま す 。
1 . 講 座 内 容
災害 に よ る 被害 を 軽減す る た め に は ， 災 害 の 発 生 を 予 知 あ る い は 予 測 す る こ と が重 要 で す 。 土 石 流 ， H!:i皮，
火 山 噴 火 及 び都市の地震 災 害 の 予 知 ・ 予 測 の現状 と 将 来 の 展望 を 紹 介 し ， そ の情報の｛云達 と 災害 の マ ネ ー ジ ．， 
メ ン ト を 加 え て ， パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い ま す 。
2 . 実 施 期 間］ . 場所
期 間 ： 平成10年1 1 月 30 日 （ 刀 ）
場所 ： 大 阪YMCA会館 （ 大 阪 市 刊 区 土 佐堀 1 - 5 - 6 ) 2 階 ホ ー ル
3 . 受 講 料 5,400円 （ テ キ ス 卜 代 及 び消 費 税 を 合 む 。 ）
4 . 募 集 人 員 250 名
5 .  q1 込 方 法
往復 ハ ガ キ に て ， 住所 （ 連絡先 ） ， 郵便番号， 氏 名 ， 年齢， 職業 （勤務先） ， 屯話番号 を 明 記 し ， ま た ， 返
信 ハ ガ キ に 宛 名 （ 1-t所 ， 郵 便番号， 氏 名 ） を 記 入 の 上 ， q1 し 込 ん で く だ さ い 。
q i 込み は 先着順 と し ， 同 ハ ガ キ に て 受講手続 き の 辿 長｜ ｜ を し ま す 。 こ れ に よ り 所定期 日 ま で に 受 講 料 を 郵便
振併 で お 振 り 込み く だ さ し 、 。 （ 当 日 ， 現金 に よ る 受付 は 一切 し ま せ ん 。 ）
6 . I Ji 込先 及 び、問 い 合 わ せ先
干 6 1 1 -001 1 宇 治 rlTlL ヶ It 京 都 大学｜功 災研究所 総務課研究助 成樹、 電話 0774 - 38 - 4010
7 . 巾 込締 切 日 平 成 l Oii::I O J J 27 日 （ 火）
8 申 込結果の通知 10) ]  30 「｜ （ 金 ） ま で に 糾l 込省 に 通知l し ま す。
． 
講 義 日 程
1 1 月 30円 （ 月 ）
9 : 30 ～ 10 : 00 開 講 の 昨 防 災研究所長 今本 博健
10 : 00 ～ 1 1 : 00 土石流災害か ら 身 を 守 る 一 仁イ1流 バザー ド マ ッ プ に 基づ く 避難 シ ス テ ム ー
助教授
1 1 : 00 ～ 12 : 00 津波災害の予 測 と ソ フ ト 防 災 一 災害情報の 活 用 と 避 難 －
13 : 00～ 14 : 00 火 山 噴 火 災 害 か ら 身 を 守 る 一 噴火予知 と 火 山情報
教授
教授
助教授14 : 00 ～ 15 : 00 地震 災害 か ら 都市 を 守 る 一 建築物 の性能検査制度 と 性能保証制度－
15 : 15～ 1 6 : 45 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン ー 予知 ・ 予 測 の 現状 と 将来 に つ い て
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国立七大学総合体育大会で総合準優勝， 近畿地 区国立大学体育大会で も
男 子総合で準優勝， 女子総合も 3 位に入賞 ！
第37 回 国立七大学総令体育 大 会 が， 7 月 18 日 （ ｜二）
の 開 会式 を 挟 み ， 昨 年 12 刀 13 日 （ 土 ） の ア イ ス ホ ッ
ケ ー を 皮切 り に 8 月 9 日 （ 「I ） の 体操 ま で ， 35競技
種 目 に わ た り 九州 大 学 の 主 管 の も と に 開 催 さ れ た 。
本学 は ， 前 年 度 に 総合優勝 を 果 た し て お り ， 2 連
覇 を は 指 し 各競技種 目 で健闘 し た 。 ゴ ル フ の 4 連謝
達成， 馬 術 の 3 連 明 達 成 な ど木学 の 奮 闘 が 目 立 っ た
が， 総合で は ， 惜 し く も 僅差で主管校 の 九州 大 学 に
優勝杯 を 譲 り ， 準優勝 と な っ た 。
ま た ， 京 都工芸繊維大学の 主管で 開 催 さ れ た 第36
• �Jj 近 畿 地 区 凶 立 大 学 体育 大 会 で は ， 5 月 10 11 （ 日 ）
の ラ グ ビ ー か ら 8 月 29 R （ 土 ） の づ 道 ま で ， 29競技
種 目 に お い て 熱戦が展 開 さ れ た 。
木 学 は ， 前年度， 男 女 と も 総合で 3 位 ま で に 入賞
で き な か っ た が， 今 年 度 は ， 弓 道 男 女 の 優勝 な ど ，
全 競技種 トl に わ た っ て 奮 闘 し ， 男 下総 合 で 準 優勝 ，
女子総 合 も 3 位 と 大健 闘 し た 。
な お ， 国 立 七 大学総合体育 大 会 の 成績結果 は ， 下
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【 お知 ら せ 】
平成1 0年度附属図書館秋季展示会
－ 古地図が示す世界認識一
室賀信夫 コ レ ク シ ョ ン古地図展の開催
1998. 10 No.528 
附 属 図 書館 で は ， 毎年秋， そ の 所蔵資料 を 中 心 に し た 展 示 会 を 開催 し ， 本学教職 員 や学生 だ け で な く ， 学外
の 市民 に も 好評 を も っ て 迎 え ら れ ， 多 数 の 参 加 を 得 て き ま し た 。
今年度 は ， 室 賀 コ レ ク シ ョ ン の古 地 図 を 展 示 し ま す 。 室賀 コ レ ク シ ョ ン は ， 京都帝国 大学文学部助教授 （ 地
理学） で あ っ た故室賀 信夫先生 ( 1907～ 1 982） 旧 蔵 の 古 地 図 ， 地理学関係資料か ら な り ， 1 996年度 に 附属 図 書
館 に 受 け 入 れ ら れ た も の です 。
今 回 は ， 約 1 ,000点 に お よ ぶ 古 地 図 の lゃ か ら ， 11 地 ｜羽 が示 す 世 界認識 を 主 要 な テ ー マ に ， 約50点 を 精選 し ，
「蝦 夷 地 の 地理像 と 新訂 万 国 全 図 」 ， 「 ヨ ー ロ ッ パ 製 ア ジ ア . 1 本 函 」 ， 「 マ テ オ ・ リ ッ チ 系 ・ 蘭 学 系 世 界 図 J ,
「仏教系 世 界 図 の 展 開」 及 び 「 中 国 系 世 界 図j に 分 け て 展 示 ・ 解 説 し ， こ れ に 「 室 貿 信 夫 と 古 地 図 研 究」 の コ
ー ナ ー を 設 け る こ と と し て い ま す。
こ の 展 示 会 に 関 連 し て ， 総 合 人 間 学部 松 田 清 教授 の 記 念 講 演 会 も 開 催 い た し ま す の で ， ご 来 聴 く だ さ
u 、 。
展示会
期 間 ： 1998年 10月 31 日 （ 土 ） ～ 1 1 月 1 5 日 （ 1:1 ) 
* 1 1 月 3 日 （ 火） は休館 し ま す 。
時 間 ： 午前 10時 ～ 午後 5 時 （ 入場 は 午後 4 時30分 ま で ）
入場料 ： 無料
会 場 ： 京都大学附属 図書館展示 ホ ー ル （ 3 階）
京都市左京区吉 田 本 町
（ 問 い 合 わ せ先 ： II付属 図 書館情報サ ー ビ ス 課 TEL 753 -2626) 
記念講演会
演 題 ： 洋学か ら み た 室 賀 コ レ ク シ ョ ン
講 師 ： 松 田 清 （ 総 合 人 間 学部教授）
日 時 ： 1998年 1 1 月 6 l=i （ 金） 午後 2 時 ～ 4 11寺
入 場 料 ： 無料
会 場 ： 京都大学附属 図書館大会議室 （ 4 階）
（ 問 い 合 わ せ先 ： 附 属 図 書館情報サ ー ビ ス 謀 TEL 753 - 2626) 
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（ 附 属 図書館）
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